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シャツとスカートの組み合わせにおける配色効果

Ａ体型の場合
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Impressionsoftwelvecolorcombinationsofshirtsandskirtswereexaminedto

obtaindatafordressinginstruction・Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓａｒｅａｓｆｏｌｌｏｗｓ：impressionsofthe

paleyellowandblackshirtswerenotinfluencedbythecolorsofskirts,thatis,thepale

yellowshirtmadeanimpresｓｉｏｎｏｆ《simple',《harmonious',ａｎｄ《elegant',ａｎｄｔｈｅｂｌａｃｋ

ｓｈｉｒｔｔｈａｔｏｆ《heavy','dark',Rstrict',ａｎｄ《cold',irrespectiveoftheskirtcolor；thepale

purplishpinkshirtmadedifferentimpressionsdependingonthecombinedskirtcolor，

thatis,thisshirtwas‘disagreeable'withthedarkreddishbrownandthedarkbrownish

grayskirtsandlight'ａｎｄ《young'withtheyellowishwhiteandthedarkpurplishblue
skirts．

緒 言

我々が日常着用している衣服の形態及び色彩は多

様化をきわめているが，その中で我々は個々に衣服

を選択し，それぞれの個性を表現している．衣服選

択の条件としては，色，柄，デザイン，材質等があ

るが，中でも色彩は「色を着る')」といわれるほど，

美しい装いの上で重要であると考える．さらに，色

は単独で用いられることは稀であり，多くの場合他

の色と組み合わせて(配色)用いられる．色には各々

固有の感情があるが，配色によって各々の色のもつ

感情が融合したり反発したりして単色の場合とは異

なった印象を与えると考えられる2)．本報ではシャ

ツとセミタイトスカートの配色に限定し，色彩を変

化した際の印象の変化についてＳ､Ｄ・法による調査

を実施し，高等学校及び大学における着装の指導の

一資料を得たいと考えた．その結果二，三の成果を

得たので報告する．

研究方法

調査試料

1986年４月，熊本市内の繁華街において撮影した，

20代と思われる女性の全身像の写真100枚における

＊家政教育

衣服の上衣と下衣の色を配色カードに従い分類し，

出現率の高かった色，上衣３色，下衣４色を選出し

た．この結果にもとづき本調査では上衣の色として，

生なり（paleyellow,５Ｙ9.0／3)，ピンク（pale‐

purplishpink,６RＰ8.5／3.5)，黒（black,Ｎ1.0）

を，下衣の色として生なり（yellowishwhite,２Ｙ

9.0／l)，茶（darkreddishbrownlOR2,5／4.5)，

紺(darkpurplishblue,6PＢ1.8／6)，グレイ（dar

brownishgray,４ＹＲ3.5／1.0）を用いた．なお，

上衣は市販の同デザイン,同サイズのニットのＴシ

ャツ，下衣は市販綿布（コットンツィル，サンウェ

ル,20番手たて108本／インチ,よこ58本／インチ）

を用いて製作したセミタイトスカートを使用した．

次に，シャツとスカートの配色の異なる組み合わせ

12種を構成し，標準的体型（Ａ体型）の人台に着用

させ写真撮影したものを調査試料（以下テストドレ

スと略す）とした（表１)．写真のサイズは６つ切り

(縦30cm，横20cm）を使用した．

調査方法

実施時期は1986年１１月，被験者は本学学生100名

(男子50名，女子50名)である．調査試料は被験者が

着席したときの目の高さになる程度の位置で提示し

た．提示の順序は96通りとした．評価に用いた用語

はやさしい－きつい，静的な一動的な，すっきりし

た一ごてごてした，若々しい一年寄りじみた，調和
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生なり＊グレイ

表１調査試料

5Ｙ9.0/３

試料 スカートシャツ

6RＰ8.5/3.5

ピンク＊茶

１）やさしいーーL一一一一ｰきつい

２）静的なｰ－ーｰｰ一動的な

３）すっきりしたｰｰｰ－Ｌ－ｰごてごてした

４）若々しいｰ星一一一一一」年寄りじみた

５）調和したｰｰｰ一Ｌ一一不調和な

６）ほっそりしたｰ－ｰｰニーふっくらした

７）上品なｰＬ－－ｰｰｰ下品な

８）暖かいーｰｰｰＬ－ｰ冷たい

９）やわらかいｰＬ－ｰｰｰｰかたい

１０）軽快なｰ－ｰＬ－ｰｰ重々しい

１１）明るいーＬ－ｰＬ－ｰ暗い

１２）好きｰｰｰ－ｰ一一嫌い

した一不調和な，ほっそりした－ふっくらした，上

品な一下品な，暖かい－冷たい，やわらかい－かた

い，軽快な一重々しい，明るい－暗い及び好きな一

嫌いなの12項目とし，１２種のテストドレスについて

S､Ｄ・法による７段階評価（表２）を実施した．

系統色１名系統色名．シャツ＊スカート JIS記号 JIS記号

ピンク＊紺

生なり＊生なり 5Ｙ9.0/３ ２Ｙ９．０/1

10Ｒ2.5/4.5

６PＢ1.8/６

４ＹＲ3.5/１

２Ｙ9.0/1

10Ｒ2.5/4.5

６PＢ1.8/６

４ＹＲ3.5/１

２Ｙ９．０/１

１０Ｒ2.5/4.5

６PＢ1.8/６

４ＹＲ3.5/１

yellowishwhite

darkreddishbrown

darkpurplishblue

darkbrownishgray

yellowishwhite

darkreddishbrown

darkpurplishblue

darkbrownishgray

yellowishwhite

darkreddiShbrown

darkpurplishblue

darkbrownisｈｇｒａｙ
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生なり＊茶 5Ｙ9.0/３

生なり＊紺 5Ｙ９．０/３
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黒
黒
黒
黒

ピンク＊生なり

ど

ち
ら
で

非かもか非
常なやなやな常
にりやいやりに
１２３４５６７
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6RＰ8.5/3.5

Ｎ１．０

6RＰ8.5/3.5

ピンク＊グレイ 6RＰ8.5/3.5

＊生なり

＊グレイ

Ｎ１．０

＊茶

＊紺 Ｎ１．０

印象調査の評価用語

Ｎ１．０

表２ 結果及び考察

S､，.法による印象調査の結果と因子分析

各テストドレスごとに各用語における全被験者の

平均値を求め尺度値とし，これを因子分析のデータ

とした．このデータを基にシャツの色を基準として

イメージプロフィールを描くと図１のようになる．

S､，.法による印象調査の評定結果

図１に示すように評価項目、すっきりした－ごて

ごてした"，蝋調和した－不調和な"，、上品な一下品

な〃においては，各テストドレスの評価の順位が酷

似しており，シャツとスカートが生なり＊生なり，

生なり＊紺及び生なり＊グレイの配色のテストドレ

スは、調和した"，、すっきりした"，、上品な"，、好

きな〃という印象となり，ピンク＊茶及びピンク.＊

グレイの配色のテストドレスはい不調和な"，、ごて

ごてした"，、下品な"，、嫌いな〃と評価されている．

近年，自然派志向が高まり，生なりに根強い人気が

あるが生なりを用いた配色が全体的にみて良い印象

を与えているのはこの影響が大きいと考えられる．

因子分析の結果

各テストドレスの尺度値を基に篠原のDISKD

COR及びDISKPDVARを用いて各評価用語間の

相関係数を求め(表３)，直接バリマックス法による

因子分析を行い，各テストドレスにおける印象を分

析した．表４に因子負荷量を示した．各因子の意味

内容をまとめると次のようになる．
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生なりのシャツ

図１－１

ピンクのシャツ
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シャツとスカートの組み合わせにおける配色効果

(1)第１因子：上品な－下品な，調和した一不調

和な，好きな－嫌いな，すっきりした－ごてご

てした,ほっそりした－ふっくらした,静的な一

動的なの評価項目の負荷量が大きい．評価の因

子と名づける．

－６７－

評価用語

図１－２

一生なりのスカート

－－－－－紺のスカート

テストドレスの印象の比較

‐･…．…・茶のスカート

－－－．グレイのスカート

(シャツの色を基準として）図１

表３評価用語間の相関係数

1.000

-0.3941.000

0.2710.5671.000

0.665-0.3570.4741.000

0.1640.6390.9050.3471.000

-0.5350.7380.640-0.0490.6791.000

0.1330.7220.9600.2970.9260.7241.000

0.685－0.713-0.4350.254-0.370－0.860-0.5011.000

0.904-0.598-0.1180.514-0.175－0.800-0.2380.8881.000

0.913-0.5990.2060.8120.024-0.5140.0120.5920.8201.000

0.926-0.5620.2100.8270.038－0.5220.0320.6140.8510.9901.000

0.0330.6810.8550.2510.9630.7680.930-0.426-0.293-0.106－0.0871.000
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(2)第２因子：明るい－暗い，軽快な－重々しい，

やさしい－きつい，やわらかい－かたい，若々

しい－年寄りじみた，暖かい－冷たいの評価項

目の負荷量が大きい．活動性の因子と名づける．
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４若々しい－年寄りじみた

８暖かい－冷たい

の色に関係なく，きつい，年寄りじみた，冷たい，

かたい，重々しい，暗い印象となり，黒のもつ色の

印象がテストドレス全体の印象を左右したものと考

えられる．

以上の結果から，今回用いた配色のテストドレス

の場合，シャツの色が生なり及び黒のように無彩色

あるいは無彩色に近い色の場合は，シャツの色がテ

ストドレスの印象を左右していると考えられる．一

方，シャツの色がピンク（有彩色）のテストドレス

の場合は組み合わせるスカートの色によってその印

象が異なる．つまり，上衣に色みのある色(有彩色）

を用いる場合は組み合わせる下衣の色の選択はより

慎重に行うことが大切である．

要約

シャツとスカートの配色の異なる12種のテストド

レスについて印象調査を実施した．その結果，黒及

び生なりのようにシャツの色が無彩色あるいは無彩

色に近い色の場合は，主としてシャツの色のもつ印

象が影響し，スカートの色の影響は少ないことが推

察された．特に，生なり＊生なり，生なり＊紺，生

なり＊グレイの配色のテストドレスは、調和した"，

､すっきりした"，軌上品な"，、好きな"という印象と

なり今回使用した調査試料の中では最も評価が高か

った．シャツの色がピンクの場合は，組み合わせる

スカートの色によりその印象が異なった．

今回は，Ａ体型についてのみの結果を述べたが，

下半身肥大体型であるＢ体型についても同様の調査

表４各評価用語別の因子負荷量
（バリマックス回転後）

因子分散

因子の寄与率

評価用語第１因子第２因子共通性

5.1095.43610.545

42.57445.29887.871

0.009

-0.008

0.136

-0.231

0.314

-0.450

０．９５１

0.952

0.949

０．９１１

0.872

０．８１５

0.984

0.962

0.924

0.855

0.684

0.685

Ｔ上品な－下品な

５調和した－不調和な

１２好きな－嫌いな

３すっきりした－ごてごてし

６ほっそりした-ふっくらし

２静的な、－動的な

1l明るい－暗い

１０軽快な－重々しい

lやさしい－きつい

９やわらかい－かたい

０．０１０

0.037

-0.094

0.180

-0.588

-0.571

0.975

0.975

０．９７０

0.937

０．７２５

0.699

た
た

０
７
２
０
４
７
０
４
２
３
５
４

２
３
０
３
６
１
４
３
６
９
０
４

４
１
４
０
２
１
６
４
１
２
２
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
０
１
１
０
２
０
１
０
０
０
０

－
一
一
一
一
一
一

０．９９２

0.981

０．９５２

０．８９５

0.765

０．６９４

第１因子第２因子

'高森寿

-1.308
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-0.433

0.664
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1.469
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生なり＊生なり

生なり＊茶

生なり＊紺

生なり＊グレイ

ピンク＊生なり

ピンク＊茶

ピンク＊紺

ピンク＊グレイ

黒＊生なり

黒＊茶

黒＊紺

黒＊グレイ

評価用語とテストドレスの関連

評価用語と各テストドレスとの関連をみるため，

各テストドレスの因子得点を求め表５に示した．図

２に評価用語の因子負荷量による位置づけを，図３

に因子得点によるテストドレスの位置づけを示した．

評価用語とテストドレスの関連を図２及び図３から

分析すると次のようになる．

テストドレスが生なり＊生なり，生なり＊紺，生

なり＊グレイの場合，すっきりした，調和した，上

品な，好きな印象となる．生なり＊茶のテストドレ

スは印象がはっきりしない．

シャツの色がピンクのテストドレスは組み合わせ

るスカートの色によって印象が異なる．茶及びグレ

イのスカートと組み合わせると，下品な，不調和な，

ごてごてした，嫌いな印象となり，シャツの色が生

なりのテストドレスの印象と逆の印象を与えている．

紺のスカートとの組み合わせは，動的な，ふっくら

した印象となり，生なりのスカートとの組み合わせ

では，やさしい，若々しい，暖かい，やわらかい，

軽快な，明るい印象となり，１２種のテストドレスの

中では最も明るい，やわらかい配色となっている．

ピンク及び生なりは２色ともに暖色系の色であり，

トーンも高いので今回のような結果となったと考え

られる．

シャツの色が黒の場合は，組み合わせるスカート

表５各テストドレスの因子得点

テストドレス



シャツとスカートの組み合わせにおける配色効果

第２因子

図２評価用語の因子負荷量による位置

た

第１因子

を実施しているので，今後，体型による印象の相違

についても検討していきたい．
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